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長
　
い
わ
い
桐
子

み
な
さ
ん
の
ご
意
見
・
ご
要
望
を
　

ど
ん
ど
ん
お
寄
せ
く
だ
さ
い

２
０
１
７
年
度
の
板
橋
区
予
算
案
が
１
月
30
日
に
発
表

さ
れ
ま
し
た
。
新
年
度
予
算
案
は
、
喫
緊
の
課
題
と
な
っ

て
い
る
保
育
園
待
機
児
対
策
と
し
て
、
認
可
保
育
所
５
カ

所
の
新
設
を
は
じ
め
と
す
る
保
育
定
員
増
や
認
可
外
保
育

所
父
母
負
担
軽
減
拡
充
、
ひ
と
り
親
家
庭
実
態
調
査
な
ど

が
前
進
し
て
い
ま
す
。
そ
の
他
、
空
き
家
等
老
朽
建
築
物

対
策
の
た
め
の
支
援
事
業
、
都
市
農
業
の
担
い
手
育
成
の

た
め
の
農
業
体
験
学
校
な
ど
新
た
な
施
策
も
盛
り
込
ま
れ

ま
し
た
。

一
方
で
、
安
倍
政
権
が
推
進
す
る
社
会
保
障
大
改
悪
の

も
と
で
、
介
護
・
医
療
の
負
担
増
や
、
目
減
り
す
る
年
金

生
活
に
対
す
る
生
活
支
援
や
負
担
軽
減
策
な
ど
は
、
打
ち

出
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
不
足
す
る
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

の
新
設
な
ど
高
齢
者
福
祉
の
拡
充
は
待
っ
た
な
し
で
す
。

父
母
や
教
育
現
場
が
求
め
て
い
る
少
人
数
学
級
拡
充
や
住

宅
の
耐
震
対
策
の
強
化
な
ど
、
充
実
す
べ
き
課
題
に
あ
ふ

れ
て
い
ま
す
。

板
橋
区
に
お
金
が
な
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
大
山

地
域
・
板
橋
駅
前
・
上
板
橋
駅
南
口
、
高
島
平
グ
ラ
ン
ド

デ
ザ
イ
ン
と
大
規
模
な
開
発
計
画
が
進
め
ら
れ
る
一
方
、

福
祉
・
教
育
な
ど
の
事
業
を
削
り
、
積
み
上
げ
た
区
の
た

め
込
み
基
金
は
、
２
０
１
６
年
度
末
で
５
２
４
億
円
に
上

り
ま
す
。

私
た
ち
は
、
区
の
予
算
案
に
対
す
る
修
正
提
案
を
準
備

し
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
ご
意
見
・
ご
要
望
を
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

いわい桐子 小林おとみ山内えりかなざき文子荒川なお
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近
年
、
お
酒

の
中
で
も
特

に
人
気
な
本

格
焼
酎
。
芋
・

麦
・
米
な
ど

を
原
料
に
ア

ル
コ
ー
ル
発

酵
さ
せ
、
蒸
留
し
て
造
り
ま

す
。
寒
い
夜
に
香
り
を
楽
し

み
な
が
ら
飲
む
芋
焼
酎
の

お
湯
割
り
は
、
体
が
温
ま

り
、
最
高
で
す
。
し
か
し
、

15
年
ほ
ど
前
に
は
、
そ
の
香

り
が
毛
嫌
い
さ
れ
、
焼
酎

メ
ー
カ
ー
は
、
低
迷
し
て
い

ま
し
た
。
▼
そ
ん
な
中
、
開

発
さ
れ
た
新
た
な
蒸
留
方

法
が
、
減
圧
蒸
留
で
す
。
蒸

留
器
の
中
の
気
圧
を
下
げ
、

低
い
温
度
で
蒸
留
し
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
マ
イ
ル
ド
な

香
り
と
飲
み
や
す
い
の
ど

越
し
が
得
ら
れ
ま
す
。
大
分

の
麦
焼
酎
が
大
人
気
に
な

り
、
今
日
の
本
格
焼
酎
の
隆

盛
を
迎
え
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
▼
今
で
は
、
香
り

を
醸
す
常
圧
蒸
留
焼
酎
も

芋
を
中
心
に
人
気
で
す
。
ガ

ツ
ン
と
パ
ン
チ
の
効
い
た

常
圧
蒸
留
と
サ
ラ
リ
と
飲

み
や
す
い
減
圧
蒸
留
。
さ
て

あ
な
た
は
、
ど
ち
ら
が
好
き

で
す
か
。（
吉
田
豊
明
）

視
覚
障
害
者
の
相
次
ぐ

ホ
ー
ム
転
落
事
故
が
報

道
さ
れ
て
い
ま
す
。
視

覚
障
害
者
に
と
っ
て
、

ホ
ー
ム
柵
は
安
全
歩
行

を
保
障
す
る
命
の
柵

で
す
。
健
常
者
に
と
っ

て
も
ホ
ー
ム
の
安
全
に

と
っ
て
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

国
土
交
通
省
に
よ
れ

ば
、
ホ
ー
ム
か
ら
の
転

落
事
故
は
2
0
1
4
年

度
3
6
7
3
件
発
生
し

て
お
り
、
人
身
事
故
は

4
4
9
件
。
視
覚
障
害

者
の
転
落
は
80
件
で
す
。

国
は
全
国
に
約

9
5
0
0
あ
る
駅
の
う

ち
、
2
0
2
0
年
ま
で

に
8
0
0
駅
に
ホ
ー
ム

柵
を
設
置
す
る
目
標
を
掲

げ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

利
用
者
10
万
人
以
上
の
駅

を
優
先
し
て
い
る
こ
と
、

鉄
道
事
業
者
の
設
置
費
用

負
担
分
が
あ
る
こ
と
な
ど

で
、
ホ
ー
ム
が
狭
く
て
危

険
な
駅
も
改
善
が
な
か
な

か
進
み
ま
せ
ん
。
板
橋

大田伸一区議

板
橋
区
は
も
っ
と
積
極
的
役
割
を

ホ
タ
ル
館
元
職
員
の

残
業
代
未
払
い
裁
判「
和
解
」が
可
決

ホ
ー
ム
ド
ア
設
置
に

区
内
の
東
武
東
上
線
に

ホ
ー
ム
柵
の
設
置
も
同

様
で
す
。

す
べ
て
の
駅
に
設
置
を

大
田
伸
一
区
議
は
、
こ

の
問
題
を
11
月
24
日
の

一
般
質
問
で
取
り
上
げ

て
、「
こ
れ
を
解
決
す
る

に
は
、
国
が
整
備
費
用

を
1
0
0
％
負
担
し
、

す
べ
て
の
駅
ホ
ー
ム
に

設
置
す
る
目
標
を
た
て

残
業
代
未
払
い
訴
訟

に
和
解
勧
告

裁
判
は
、
懲
戒
免
職
処

分
と
な
っ
た
ホ
タ
ル
生
態

環
境
館
元
職
員
が
、
区
に

①
残
業
代
未
払
い
金
の
支

払
い
を
求
め
た
訴
訟
②
懲

戒
免
職
の
撤
回
を
求
め
た

さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
ま
た
、
ホ
ー
ム
柵

が
で
き
る
ま
で
、
駅
員

の
効
果
的
配
置
と
増
員

が
で
き
る
よ
う
に
補
助

制
度
を
つ
く
る
べ
き
で

す
。」
と
質
問
し
ま
し
た
。

板
橋
区
は
、
区
内
の
東
武

鉄
道
駅
に
一
日
も
早
く

ホ
ー
ム
柵
が
実
現
で
き
る

よ
う
、
い
っ
そ
う
の
役
割

を
果
た
す
べ
き
で
す
。

吉田豊明区議

公
契
約
条
例
で

官
製
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
根
絶
を

今
、
全
国
の
自
治
体
で

公
契
約
条
例
制
定
の
動

き
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

背
景
に
は
、
公
務
労
働

や
公
共
事
業
で
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
低
い

単
価
で
働
く
労
働
者
が

増
加
す
る
状
況
に
あ
り

ま
す
。

そ
こ
に
は
、
低
価
格
入

札
に
よ
る
低
賃
金
の
た

め
、
非
正
規
労
働
者
が

中
心
に
な
り
、
不
安
定

雇
用
に
よ
る
経
験
の
蓄

積
の
困
難
さ
や
労
働
意

欲
の
低
下
が
広
が
り
か

ね
ま
せ
ん
。

ま
た
、
民
間
委
託
や
指

定
管
理
者
に
は
人
件
費

の
算
出
基
準
が
な
く
、
予

定
価
格
の
範
囲
で
入
札
す

る
上
限
拘
束
制
度
で
は
、

委
託
費
の
大
半
を
占
め
る

労
働
者
の
賃
金
が
引
き
下

げ
ら
れ
る
構
造
と
な
っ
て

い
ま
す
。

そ
の
下
で
、
区
で
も
公

共
工
事
現
場
の
低
賃
金
化

や
図
書
館
な
ど
へ
の
指
定

管
理
者
制
度
導
入
、
給
食

調
理
や
用
務
、
窓
口
な
ど

の
委
託
化
、
区
立
保
育
園

の
民
営
化
な
ど
で
、
正
規

職
員
を
削
減
し
た
公
務

現
場
で
も
、
職
員
が
定

着
し
な
い
な
ど
深
刻
な

影
響
と
な
っ
て
い
ま
す
。

吉
田
豊
明
区
議
は
、
11

月
24
日
の
一
般
質
問
で

区
長
に
対
し
、
賃
金
下

限
額
な
ど
を
定
め
る
公

契
約
条
例
の
制
定
を
求

め
ま
し
た
。
区
長
は
、

「
他
の
自
治
体
の
状
況
を

踏
ま
え
検
討
す
る
」
と

し
、
従
来
の
見
解
に
と

ど
ま
っ
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
制
定
求
め
て
取
り

組
み
ま
す
。

区
の
ホ
タ
ル
生
態
環
境
館
に
関
す
る
疑
義
は
、

２
０
１
４
年
２
月
の
区
調
査
か
ら
始
ま
っ
た
。
区
は
、

ホ
タ
ル
の
累
代
飼
育
が
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
や

外
部
か
ら
持
ち
込
ま
れ
て
い
た
こ
と
の
可
能
性
を
区
議

会
へ
報
告
。
区
議
団
は
、
独
自
の
調
査
も
行
い
、
施
設

存
続
の
立
場
を
転
換
し
、
真
実
の
究
明
と
区
の
管
理
責

任
を
追
求
。
そ
の
後
、
区
が
訴
え
ら
れ
た
３
つ
の
裁
判

の
う
ち
の
一
つ
が
昨
年
12
月
和
解
に
…
…
。

区内地下鉄駅のホームドア
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子
ど
も
の
6
人
に
1

人
が
貧
困
状
態
に
お
か

れ
、
ひ
と
り
親
家
庭
で
は

貧
困
率
は
5
割
を
超
え

て
い
ま
す
。

2
0
1
3
年
に
閣
議
決

定
さ
れ
た
「
子
ど
も
の
貧

困
対
策
大
綱
」
に
は
、
貧

困
率
を
ど
こ
ま
で
下
げ
る

か
と
い
う
数
値
目
標
も
、

具
体
的
な
方
策
も
明
示
さ

れ
て
お
ら
ず
、
抜
本
的
な

対
策
に
つ
な
が
っ
て
い
な

い
の
が
現
状
で
す
。

区
議
団
は
、
必
要
な
支

援
が
行
き
届
く
よ
う
、
実

態
を
つ
か
む
た
め
の
調
査

を
繰
り
返
し
求
め
て
き
ま

し
た
。
し
か
し
、
区
の
調

査
は
子
ど
も
の
貧
困
の
実

態
に
焦
点
を
絞
っ
た
内
容

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
今
年
度
の
子
育

て
に
対
す
る
経
済
的
支
援

策
は
、
寡
婦
・
寡
夫
控
除

の
み
な
し
適
用
（
※
）
だ

け
で
あ
り
、
不
十
分
と
言

わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

対
策
進
め
る
3
自
治

体
を
視
察

視
察
し
た
自
治
体
で

は
、
数
値
目
標
を
明
確
に

し
て
お
り
、
法
律
や
制
度

上
困
難
な
こ
と
に
対
し
、

ど
う
し
た
ら
事
業
を
実
現

で
き
る
か
、
あ
ら
ゆ
る
方

向
か
ら
検
討
す
る
姿
勢
が

貫
か
れ
て
い
ま
す
。

群
馬
県
太
田
市
で
は
、

就
学
援
助
制
度
の
新
入
学

学
用
品
費
の
入
学
前
支
給

に
つ
い
て
、「
必
要
な
家

庭
に
必
要
な
時
期
に
援
助

で
き
る
よ
う
に
」
と
い
う

観
点
で
、
入
学
前
の
2

月
中
旬
か
ら
3
月
中
旬

に
支
給
実
施
を
決
定
し
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
な
取
り

組
み
は
大
変
参
考
に
な
り

ま
し
た
。

区
議
団
は
、
子
ど
も
の

貧
困
対
策
と
し
て
具
体
的

な
支
援
に
踏
み
込
む
こ
と

訴
訟
で
す
。
そ
し
て
、
区

が
契
約
を
打
ち
切
っ
た
委

託
事
業
者
が
区
を
相
手
に

③
委
託
金
の
支
払
い
な
ど

を
求
め
た
訴
訟
の
三
つ
で

す
。昨

年
12
月
、
残
業
代

未
払
い
の
件
に
対
し
裁
判

所
か
ら
、
区
が
解
決
金

５
０
０
万
円
を
支
払
う
和

解
勧
告
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
和
解
に
関
す

る
議
案
が
、
第
４
回
定
例

会
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

を
求
め
て
2
0
1
7

年
度
予
算
案
審
議
に

臨
み
ま
す
。

（
※
）
未
婚
の
ひ
と
り
親

に
対
し
、
こ
れ
ま
で
適
用
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
寡
婦
・
寡

夫
控
除
の
相
当
分
を
所
得
か

ら
減
額
す
る
制
度　

保
育
料
の
算
出
時
な
ど

に
、
既
婚
と
未
婚
に
よ
っ
て

負
担
が
異
な
ら
な
い
よ
う
に

す
る
た
め
。

和
解
議
案
が
「
可
決
」

和
解
議
案
は
、
12
月
12

日
の
本
会
議
で
賛
成
多
数

に
よ
り
可
決
。
議
案
に
は
、

一
人
の
無
会
派
議
員
が
反

対
し
、
生
活
者
ネ
ッ
ト
の

議
員
が
退
席
し
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
は
和
解
に「
賛

成
」
の
立
場
で
討
論
を
行

い
ま
し
た
。

元
職
員
は
、「
毎
日
早

朝
５
時
か
ら
深
夜
１
時
ま

で
勤
務
し
て
い
た
」
と
主

張
し
、
未
払
い
分
と
付
加

金
総
額
で
約
６
千
万
円
も

の
支
払
い
を
求
め
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
元
職
員

が
主
張
す
る
勤
務
時
間
は
、

常
識
で
は
あ
り
え
な
い
主

張
で
す
。
実
際
、
区
が
調

査
を
行
っ
た
日
に
は
施
設

に
存
在
し
て
い
な
か
っ
た

こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
ま

す
。同

時
に
、
裁
判
所
か
ら

の
和
解
勧
告
は
、
長
期
に

渡
り
原
告
の
裁
量
を
容
認

し
、
管
理
者
と
し
て
の
適

子どもの貧困

切
な
監
督
指
導
を
怠
っ
て

き
た
こ
と
を
前
提
と
し
て

い
ま
す
。
勤
務
時
間
を
報

告
す
る
取
り
締
ま
り
簿
も
、

管
理
職
の
捺
印
が
あ
り
、

裁
判
所
の
判
断
は
、
証
拠

上
、
施
設
に
い
た
と
い
う

こ
と
は
否
定
で
き
な
い
と

し
て
い
ま
す
。

区
の
責
任
で
、
事
実
を

明
ら
か
に
し
、
区
民
へ

説
明
を

ホ
タ
ル
生
態
環
境
館
を

巡
る
様
々
な
疑
惑
に
つ
い

て
、
区
議
団
の
調
査
で
は
、

元
職
員
が
ホ
タ
ル
生
態
環

境
館
館
長
な
ど
と
名
乗
り
、

全
国
各
地
で
ホ
タ
ル
飼
育

の
事
業
に
携
わ
っ
て
い
た

こ
と
、
ま
た
、
科
学
的
根

拠
の
な
い
放
射
能
除
染
の

研
究
・
開
発
な
ど
、
区
と

か
か
わ
り
の
な
い
事
業
を

行
っ
て
い
た
こ
と
な
ど
も

明
ら
か
に
し
、
追
及
し
て

き
ま
し
た
。
現
段
階
で
明

ら
か
に
な
っ
て
い
る
こ
と

だ
け
を
も
っ
て
も
、
元
職

員
に
つ
い
て
、
擁
護
す
る

立
場
に
立
つ
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
無
会

派
議
員
の
討
論
で
、
あ
た

か
も
個
人
と
特
定
政
党
と

の
関
係
を
結
び
つ
け
る
よ

う
な
発
言
を
し
た
こ
と
に

つ
い
て
、
抗
議
し
削
除
を

申
し
入
れ
ま
し
た
。

区
の
裁
判
を
理
由
に
明

確
な
答
弁
を
避
け
続
け
る

姿
勢
で
は
疑
惑
の
解
明
は

で
き
ま
せ
ん
。
区
自
身
が

総
括
し
、
区
民
へ
説
明
す

る
責
任
を
果
た
す
べ
き
で

す
。

群馬県太田市を視察（1月19日）

≪視察内容≫
兵庫県明石市：
第二子以降の保育料完全
無料化、待機児童解消に
向けた保育士確保、児童
扶養手当の毎月支給
大阪府大阪市：
子どもの貧困対策に係る
世帯調査
群馬県太田市：
子ども食堂、就学援助の
入学金前倒し支給、入学
準備金の支給額倍増



〈4〉いたばし元気帳

「緊急小口資金」は、所得の少
ない世帯に対して、一定の条件で
１０万円以内の貸付を行うもので
す。貸付理由は、医療費などの支
払い、火災・給与の盗難・事故に
よる損害などで支出が増えた場合、
滞納していた税金、国民健康保険
料、公共料金などを支払ったこと
によって緊急かつ一時的に生活困
難となった世帯です。
貸付後は、自身の収入で日常生

活が可能であることが前提です。
貸付対象の理由は、他にもありま
すので、気軽に下記の窓口へお問
い合わせください。

【貸付限度額】
１０万円以内の必要額
【貸付利子】無利子
【返済期間】１２カ月以内
【連帯保証人】不要
【相談＆申請先】
板橋区社会福祉協議会　
電話０３（３９６４）０５５６
※�緊急小口資金以外にも、貸
付制度が複数あります。お問
い合わせください。

「緊急小口資金」
　　　　貸付制度

麻
し
ん
・
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
不
足
と

未
接
種
児
へ
の
助
成
に
つ
い
て

区
議
団
は
1
月
23
日
、

板
橋
区
に
「
麻
疹
・
風
疹

混
合
ワ
ク
チ
ン
不
足
へ
の

対
策
と
未
接
種
児
へ
の
助

成
に
関
す
る
申
し
入
れ
」

を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
間
Ｍ
Ｒ
ワ
ク
チ
ン

（
麻
し
ん
・
風
疹
混
合
ワ
ク

チ
ン
）
が
不
足
し
、
子
ど

も
へ
の
定
期
接
種
が
困
難

な
状
況
で
す
。
全
国
的
に

不
足
す
る
中
、
板
橋
区
で

も
医
療
機
関
の
50
～
79
％

が
「
足
り
な
い
」
と
答
え

て
い
ま
す
。
ま
た
、
30
～

49
％
の
医
療
機
関
で
、
定

期
接
種
対
象
の
子
ど
も
へ

期
間
内
に
接
種
で
き
な
い

可
能
性
が
あ
る
と
答
え
て

い
ま
す
。（
東
京
保
険
医

協
会
の
緊
急
ア
ン
ケ
ー
ト

よ
り
）

板
橋
区
は
、
期
間
内
に

接
種
で
き
な
か
っ
た
子
ど

も
に
対
し
て
無
料
で
接
種

で
き
る
事
業
を
実
施
し
て

い
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
23
区

区
に
申
し
入
れ

で
港
区
と
板
橋

区
の
2
区
の

み
で
す
。

区
議
団
は
実

態
把
握
と
改
善

を
国
に
意
見
す

る
こ
と
、
区
と

し
て
未
接
種
児

へ
の
全
額
助
成

を
行
う
こ
と
を

申
し
入
れ
ま
し

た
。
対
応
し
た

健
康
生
き
が
い

部
長
は
「
必
要

性
は
認
識
し
て

い
る
。
全
額
無

料
は
な
か
な
か

厳
し
い
が
…
。」

と
述
べ
る
に
と
ど
ま
り
ま

し
た
。申
し
入
れ
全
文
は
、

区
議
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

日本共産党の生活・法律相談　気楽にお電話ください
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～
3
丁
目
、
東
坂
下
1
～
2
丁
目
、
舟
渡
1
～
4

丁
目
、
志
村
3
丁
目
、
相
生
町

山
内
え
り
事
務
所 

大
山
東
町
５
９

－

６ 

℡
３
９
６
２

－

０
１
８
８　

板
橋
１
～
4
丁
目
、
大
山
町
、
大
山
金
井
町
、
熊
野
町
、

中
丸
町
、
南
町
、
大
山
東
町
、
大
山
西
町
、
幸
町
、
加
賀
1

～
2
丁
目
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松崎いたる区議会議員が「新たな会派」を
結成したことについて
松崎いたる板橋区議会議員が、１２月７日、日本共
産党板橋区議団を離れ、新たな会派を結成する届けを
議会事務局に提出しました。
これまで日本共産党板橋地区委員会と同区議団は、
松崎議員と話し合うための努力を重ねてきました。区
議団から翻意をうながしましたが、残念ながら松崎議
員の意思は変わりませんでした。
日本共産党板橋地区委員会と同区議団は、昨年の区
議会議員選挙で党の公認候補として選出された議員が
このような事態となりましたことに、心からお詫び申し
上げるとともに、党が掲げた公約実現のために全力を
尽くすことを表明します。

２０１６年１２月８日　日本共産党板橋地区委員会
日本共産党板橋区議会議員団

ご
覧
く
だ
さ
い
。

区に申し入れする区議団（1月23日）


